
  

  
  

 

 

 

 

越谷市立中央中学校だより 4 月号  令和６年 4 月 1０日発行 

 のびゆく若竹 
学校教育目標:自他ともに大切にする生徒 合い言葉:自立・貢献 

生徒数７７３名 学級数 ２４学級 職員数５６名 
越谷市宮前１－１８－１  ＴＥＬ ９６２－９１８０     

校⾧ 令和６年度 中央中・発進 
中央中学校 校⾧の「石山 秀樹」と申します。満開の桜に迎えられた４月８日の入学式では 

２６３名の新入生を迎え、令和６年度の中央中学校は、生徒数７７３名、学校スタッフ総数 
５６名で発進しました。私達は中学校を「自立した社会人として必要な力を身につける場」と
捉え、スタッフ一同、生徒一人一人が「変化の激しい将来の世の中を生き抜くために必要な力」
を身につけられるよう、全力で教育にあたってまいります。よろしくお願いします。 

学校教育目標「自他ともに大切にする生徒」 合い言葉「自立・貢献」 
目指す生徒像 

自立:自らの進路を拓く学力をつける 

様々な場で言葉や技術･能力を使いこなす生徒 
知識や情報を収集し、有効に活用する生徒 
目的に応じた表現ができる生徒 
自己をコントロールできる生徒 
見通しを持って計画的に行動する生徒 

令和６年度の重点 
・「自立」を目指した学力向上… 「書く」学習過程による思考力･表現力の育成、身体を使

った「表現」としての「あいさつ･返事･発表の声」のレベルアップ 
・「貢献」の実現を図る教育の場（各種行事、生徒会活動等）の保障と生徒会活動の推進 

防災教育×青少年赤十字活動×地域貢献 
・信頼される学校づくり:制服更新・校則とルールの見直し、情報発信の強化、 

教育相談的対応の充実、PTA改革の積極的支援 
入学式・始業式式辞より 
・合い言葉の「自立」とは、自分の力でやっていくこと。人生は、考え、選択し、決定して

いくことの繰り返し。このことを人任せにせず、自ら責任を持ってやっていくようにする
ことが自立。学校でも、考え、選択・決定し、それを表現していける力をつけていく。 

・「貢献」とは、自分以外の誰かのため、何かのために役立つよう、力を尽くすこと。私達
人間は誰でも、一人だけでは生きてはいけない。まわりの誰かのため、何かのために力を
発揮することは決して無駄なことではなく、回り回って必ず自分自身の力を高め、生きる
手応えや将来の成功、幸せへとつながっていくと考える。 

・新中学２年生は上級生となった。今年の夏を越え、秋を迎える頃には、この中央中の表舞台
を３年生から受け継がねばならない。その覚悟を持って、毎日の学習や学校生活に打ち込ん
でほしい。 

・新中学3年生は、一年後には日本の義務教育を終え、それぞれが卒業後の進路選択をしなけ
ればならない。大切なことは、「どこかに入る」ことではなく、「中学校卒業後の数年間、
あるいはその後どのような生き方をしたいか」考え、選択すること。進路選択を人任せにせ
ず、自分で考え、自分で選択し、決定し、人生を切り拓いてほしい。 

・「自信」があるから挑戦するのではなく、まず取り組みそこからついてくるのが「自信」。
自ら行動し、自分の良さ、自分の中に眠る力･能力を引き出す、そんな１年にしよう。 

貢献:「他」との関わりを通じ、将来の 
社会的成功につながる力をつける 

周りの人や物事と進んで関わる生徒 
建設的に意見の表明･主張をする生徒 
他者の視点から物事をとらえる生徒 
目標達成のために他者と協力する生徒 
意見や立場の相違･対立を克服･解決する生徒 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年間 
よろしくお願いします。 


